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を
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和
４
年
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伴
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会
議
員
選
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行
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の
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負
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発
進！
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議案第17号　財産の無償貸付けについて（旧香取市立小見川南小学校）

校舎および特別教室
棟を無償で貸付け

閉校となった校舎等の活用にあたり、事業者による施設の
改修が想定されます。事業者の初期投資の軽減等を図り、
学校跡地の利活用を促進するためです。

A

無償とした理由は。Q

議案第１号　令和４年度香取市一般会計補正予算（第５号）

寄附の受入が好調な
ため積立金等を追加

役務費は寄附者に返礼品を送るための送料や寄附金の収納
代行手数料等で、委託料はポータルサイト事業者への寄附証
明書発行業務委託料等です。

A

ふるさと香取応援寄附金事業について、役務費および委託
料の内容は。

Q

旧小見川南小学校

こんなことが
決まりました！

審議結果定例会

12月
　

令
和
4
年
12
月
定
例
会
を
10
月
25
日
か
ら
11
月
14
日

ま
で
の
21
日
間
に
わ
た
り
開
催
し
ま
し
た
。
11
月
8
日

に
は
、
総
務
企
画
常
任
委
員
会
、
福
祉
教
育
常
任
委
員

会
、
生
活
経
済
建
設
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
補
正
予

算
を
は
じ
め
条
例
の
制
定
や
一
部
改
正
な
ど
、
付
託
さ

れ
た
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

審
議
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

市
長
提
出
議
案 

…

件
23

諮
問 

…

件
1

■
審
議
さ
れ
た
議
案
等

件

計

24

寄附件数と寄附金額

年　度 寄附件数 寄附金額

令和 3 年度  28,204件  375,283,500円

令和 2 年度  17,205件  211,847,500円

令和元年度  9,464件  129,354,697円

平成30年度  5,775件  83,010,000円

平成29年度  3,978件  56,958,750円
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12月定例会 審議結果　こんなことが決まりました！

3

4

5

佐原グレイスこども園建設予定地（牧野地先）

議案第13号　香取市保育所設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について

統合により閉園となる
ことに伴う改正

令和4年6月に2回、保護者説明会を開催しました。令和5年度
新規入所の受付時に丁寧に説明を行い、継続入所の方に対して
も保育に係る説明文書を配付する予定です。また、令和5年度
に佐原グレイスこども園を利用する全ての保護者を対象に、令
和5年1月に詳細な説明会を開催する予定です。

A

佐原グレイスこども園への統合について、保護者が不安にな
らないよう丁寧な説明が必要であると考えるが、対応は。

Q

佐原幼稚園卒園式の様子

議案第15号　香取市立幼稚園設置条例を廃止する条例の制定について

統合に伴い市立幼稚園
がすべて閉園

こども園の建設工事が遅れたことから、新園舎での運営が開
始されるまでの半年間は、佐原保育所を間借りして教育を行
います。

A

閉園する佐原幼稚園は、令和５年４月から半年間はどこで運営
するのか。

Q

水郷佐原あやめパークにおいて開催された
水郷の夜宴 ～狐火ナイト～

議案第２号　令和４年度香取市観光事業特別会計補正予算（第１号）

地域観光資源を活用
した事業補助金が交付

水郷佐原あやめパークのナイトタイムを活用し、ウインター
イベントやナイトキャンプツアーを実施します。12月から1
月にかけて2カ月間実施し、2,400人の集客を目標としてお
ります。なお、委託先は水郷佐原観光協会となります。

A

看板商品創出事業補助金の事業内容と委託先は。また、集客
はどの程度見込んでいるのか。

Q
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議案第１号
（総務企画）

令和４年度香取市一般会計補
正予算（第５号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

議案第２号
（生活経済建設）

令和４年度香取市観光事業特
別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

議案第３号
（生活経済建設）

令和４年度香取市公共下水道
事業会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

議案第４号
（生活経済建設）

令和４年度香取市農業集落排
水事業会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

議案第５号
（総務企画）

香取市個人情報保護法施行条
例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

議案第６号
（総務企画）

香取市情報公開・個人情報保
護審査会条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

議案第７号
（生活経済建設）

香取市土地の埋立て等及び土
砂等の規制に関する条例の制
定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

議案第８号
（総務企画）

香取市情報公開条例の一部を
改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

議案第９号
（総務企画）

香取市職員の定年等に関する
条例の一部を改正する条例の
制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

議案第10号
（総務企画）

地方公務員法の一部を改正す
る法律の施行に伴う関係条例
の整備に関する条例の制定に
ついて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

議案第11号
（総務企画）

香取市職員の分限に関する手
続及び効果に関する条例の一
部を改正する条例の制定につ
いて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

議案第12号
（総務企画）

香取市手数料条例の一部を改
正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

議案第13号
（福祉教育）

香取市保育所設置及び管理に
関する条例の一部を改正する
条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

議案第14号
（生活経済建設）

香取市都市公園条例及び香取
市橘ふれあい公園有料公園施設
の管理に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 × ○ ○ ○ ― × ○ ○ ○

議案第15号
（福祉教育）

香取市立幼稚園設置条例を廃
止する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

議案第16号
（生活経済建設）

橘ふれあい公園キャンプ場の
指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 欠 × ○ ○ ○ ― × ○ × ○

議案第17号
（総務企画）

財産の無償貸付けについて
（旧香取市立小見川南小学校） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

議案第18号
（総務企画）

香取市過疎地域持続的発展計
画の策定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

議案第19号
（総務企画）

専決処分の承認を求めること
について
（令和４年度香取市一般会計補
正予算（第４号））

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

議案第20号
（生活経済建設）

専決処分の承認を求めること
について
（令和４年度香取市太陽光発電
事業特別会計補正予算（第２
号））

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

議案第21号 財産の無償貸付けについて
（旧香取市立八都第二小学校） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

議案第22号 調停の申立てについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

議案第23号
教育委員会教育長の任命につ
き同意を求めることについて
（香取市　堀越　洋　氏）

同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

諮問第１号
人権擁護委員の候補者の推薦に
つき意見を求めることについて
（香取市　田中　量敎　氏）

適任者
と決定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

※　議長（坂部勝義議員）は、採決に加わりません。議案番号下の（　　）は、審査を付託した委員会名です。　〇：賛成　　×：反対　　欠：欠席 

12月定例会 議案および採決結果概要
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QRコードからスマホで質問の内容が見られます！10人の議員が一般質問

橘ふれあい公園周辺の
整備が進められている

12月定例会

こ
れ
ま
で
も
子
ど
も
や
子
育
て
世
代
の
負
担
を
軽

こ
れ
ま
で
も
子
ど
も
や
子
育
て
世
代
の
負
担
を
軽

減
す
る
施
策
の
実
施
を
要
望
し
て
き
た
が
、今
回
給

減
す
る
施
策
の
実
施
を
要
望
し
て
き
た
が
、今
回
給

食
費
を
一
部
無
償
化
す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
た
。無

食
費
を
一
部
無
償
化
す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
た
。無

償
化
は
来
年
度
以
降
も
継
続
さ
れ
る
予
定
か
。

償
化
は
来
年
度
以
降
も
継
続
さ
れ
る
予
定
か
。

今
回
の
一
部
免
除
を
行
う
上
で
、継
続
的
で
安
定

今
回
の
一
部
免
除
を
行
う
上
で
、継
続
的
で
安
定

的
な
実
施
を
念
頭
に
置
き
、そ
の
後
に
お
い
て
も
財

的
な
実
施
を
念
頭
に
置
き
、そ
の
後
に
お
い
て
も
財

源
の
継
続
的
、安
定
的
な
確
保
に
努
め
ま
す
。状
況

源
の
継
続
的
、安
定
的
な
確
保
に
努
め
ま
す
。状
況

に
応
じ
段
階
的
な
対
象
範
囲
の
拡
大
を
検
討
す
る
な

に
応
じ
段
階
的
な
対
象
範
囲
の
拡
大
を
検
討
す
る
な

ど
、最
終
的
に
は
全
学
年
で
の
給
食
費
の
免
除
を
目

ど
、最
終
的
に
は
全
学
年
で
の
給
食
費
の
免
除
を
目

指
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

指
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

給
食
費
完
全
無
償
化
に
向
け
て
、財
源
の
検
討
状

給
食
費
完
全
無
償
化
に
向
け
て
、財
源
の
検
討
状

況
は
。

況
は
。

免
除
の
対
象
範
囲
の
拡
大
に
係
る
財
源
に
つ
い
て

免
除
の
対
象
範
囲
の
拡
大
に
係
る
財
源
に
つ
い
て

は
、過
疎
債
の
活
用
を
含
め
、現
時
点
で
の
想
定
で

は
、過
疎
債
の
活
用
を
含
め
、現
時
点
で
の
想
定
で

は
あ
り
ま
す
が
、ふ
る
さ
と
香
取
応
援
基
金
か
ら
の

は
あ
り
ま
す
が
、ふ
る
さ
と
香
取
応
援
基
金
か
ら
の

繰
入
金
の
増
額
相
当
分
の
ほ
か
、第
３
子
以
降
の
給

繰
入
金
の
増
額
相
当
分
の
ほ
か
、第
３
子
以
降
の
給

食
費
の
免
除
に
係
る
県
補
助
金
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

食
費
の
免
除
に
係
る
県
補
助
金
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

コ
ン
パ
ス
の
活
用
と
跡
地
利
用
の

コ
ン
パ
ス
の
活
用
と
跡
地
利
用
の

検
討
を

検
討
を

施
設
の
予
約
方
法
と
使
用
料
の
支
払
い
は
、こ
れ

施
設
の
予
約
方
法
と
使
用
料
の
支
払
い
は
、こ
れ

ま
で
と
ど
の
よ
う
な
点
が
異
な
る
の
か
。

ま
で
と
ど
の
よ
う
な
点
が
異
な
る
の
か
。

窓
口
で
の
利
用
申
請
等
に
加
え
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

窓
口
で
の
利
用
申
請
等
に
加
え
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
利
用
申
請
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
使

ト
上
で
利
用
申
請
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
使

用
料
の
支
払
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

用
料
の
支
払
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

当
日
の
申
請
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

当
日
の
申
請
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

コ
ン
パ
ス
を
避
難
す
る
場
所
と
し
て
活
用
で
き
る

コ
ン
パ
ス
を
避
難
す
る
場
所
と
し
て
活
用
で
き
る

の
か
。で
き
る
と
す
る
と
収
容
人
数
は
。

の
か
。で
き
る
と
す
る
と
収
容
人
数
は
。

災
害
に
よ
り
身
の
危
険
を
感
じ
、指
定
避
難
場
所

災
害
に
よ
り
身
の
危
険
を
感
じ
、指
定
避
難
場
所

へ
移
動
す
る
こ
と
が
か
え
っ
て
危
険
な
場
合
な
ど
に

へ
移
動
す
る
こ
と
が
か
え
っ
て
危
険
な
場
合
な
ど
に

は
、避
難
場
所
と
し
て
の
利
用
は
可
能
と
考
え
て
お

は
、避
難
場
所
と
し
て
の
利
用
は
可
能
と
考
え
て
お

り
ま
す
。収
容
人
数
に
つ
い
て
は
、

り
ま
す
。収
容
人
数
に
つ
い
て
は
、4040
名
程
度
の
受

名
程
度
の
受

け
入
れ
に
対
応
可
能
な
設
計
に
基
づ
い
て
整
備
し
て

け
入
れ
に
対
応
可
能
な
設
計
に
基
づ
い
て
整
備
し
て

お
り
ま
す
。

お
り
ま
す
。

現
在
の
図
書
館
・
公
民
館
の
今
後
の
利
用
等
の
方

現
在
の
図
書
館
・
公
民
館
の
今
後
の
利
用
等
の
方

向
性
の
検
討
状
況
は
。

向
性
の
検
討
状
況
は
。

施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、市
民
等
の
利
用

施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、市
民
等
の
利
用

は
難
し
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。ま
た
、利
用

は
難
し
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。ま
た
、利
用

の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、当
面
、設
備
の
管
理
棟
や

の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、当
面
、設
備
の
管
理
棟
や

防
災
倉
庫
等
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

防
災
倉
庫
等
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

ま
す
。

橘
ふ
れ
あ
い
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
の

橘
ふ
れ
あ
い
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
の

魅
力
的
な
運
営
を

魅
力
的
な
運
営
を

キ
ャ
ン
プ
場
に
よ
っ
て
は
魅
力
的
な
ア
ク
テ
ィ
ビ

キ
ャ
ン
プ
場
に
よ
っ
て
は
魅
力
的
な
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
が
体
験
で
き
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、そ
う
い
っ

テ
ィ
が
体
験
で
き
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、そ
う
い
っ

た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
導
入
は
予
定
さ
れ
て
い
る
の

た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
導
入
は
予
定
さ
れ
て
い
る
の

か
。
か
。Ｂ

＆
Ｇ
艇
庫
の
建
て
替
え
が
完
了
し
た
後
、橘
堰

Ｂ
＆
Ｇ
艇
庫
の
建
て
替
え
が
完
了
し
た
後
、橘
堰

や
艇
庫
と
公
園
を
一

や
艇
庫
と
公
園
を
一

体
的
に
活
用
し
て
い

体
的
に
活
用
し
て
い

く
計
画
と
し
て
お
り
、

く
計
画
と
し
て
お
り
、

将
来
的
に
は
水
上
ス

将
来
的
に
は
水
上
ス

ポ
ー
ツ
を
ア
ク
テ
ィ

ポ
ー
ツ
を
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
と
し
て
取
り

ビ
テ
ィ
と
し
て
取
り

込
む
こ
と
も
検
討
し

込
む
こ
と
も
検
討
し

て
お
り
ま
す
。

て
お
り
ま
す
。

質問事項
◆みんなの賑わい交流拠点コンパスと現在の施設
の今後
◆橘ふれあい公園
◆新型コロナウイルス感染症対策
◆HPVワクチンの接種
◆多様性を前提とした上で、子どもを産みやすく、
育てやすく、暮らしやすいまちづくり

子
ど
も
や
子
育
て
世
代
の

子
ど
も
や
子
育
て
世
代
の

負
担
軽
減
策
の
実
施
を

負
担
軽
減
策
の
実
施
を加藤裕太

かとう ゆうた 議員

かとり市議会だより No.687



ヤングケアラーのイメージ

以
前
、大
谷
津
地
区
に
つ
い
て
の
一
般
質
問
が
あ

以
前
、大
谷
津
地
区
に
つ
い
て
の
一
般
質
問
が
あ

っ
た
が
そ
の
後
、何
ら
か
の
動
き
は
あ
る
か
。ま
た
、

っ
た
が
そ
の
後
、何
ら
か
の
動
き
は
あ
る
か
。ま
た
、

開
発
事
業
者
か
ら
赤
道
・
青
道
の
払
い
下
げ
の
申
請

開
発
事
業
者
か
ら
赤
道
・
青
道
の
払
い
下
げ
の
申
請

が
あ
っ
た
場
合
の
対
応
は
。

が
あ
っ
た
場
合
の
対
応
は
。

土
地
売
買
届
出
書
が
県
知
事
あ
て
に
提
出
さ
れ
て

土
地
売
買
届
出
書
が
県
知
事
あ
て
に
提
出
さ
れ
て

い
ま
す
。市
と
し
て
は
、自
然
公
園
法
等
に
基
づ
く

い
ま
す
。市
と
し
て
は
、自
然
公
園
法
等
に
基
づ
く

届
出
が
必
要
と
な
る
こ
と
、適
切
に
雨
水
処
理
を
行

届
出
が
必
要
と
な
る
こ
と
、適
切
に
雨
水
処
理
を
行

う
こ
と
と
す
る
意
見
書
を
県
へ
提
出
し
て
い
ま
す
。

う
こ
と
と
す
る
意
見
書
を
県
へ
提
出
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、赤
道
・
青
道
の
払
い
下
げ
の
申
請
が
あ
っ
て

ま
た
、赤
道
・
青
道
の
払
い
下
げ
の
申
請
が
あ
っ
て

も
応
じ
る
予
定
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

も
応
じ
る
予
定
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

子
育
て
し
や
す
い
香
取
市
に

子
育
て
し
や
す
い
香
取
市
に

出
産
祝
金
や
近
隣
自
治
体
の
よ
う
な
入
学
祝
金
は

出
産
祝
金
や
近
隣
自
治
体
の
よ
う
な
入
学
祝
金
は

可
能
か
。ま
た
、市
長
公
約
で
も
あ
っ
た
、高
校
生
ま

可
能
か
。ま
た
、市
長
公
約
で
も
あ
っ
た
、高
校
生
ま

で
の
医
療
費
の
自
己
負
担
無
償
化
の
市
長
の
見
解
は
。

で
の
医
療
費
の
自
己
負
担
無
償
化
の
市
長
の
見
解
は
。

新
た
な
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て
は
、近
隣
自
治

新
た
な
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て
は
、近
隣
自
治

体
を
参
考
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

体
を
参
考
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、高
校
生
ま
で
の
医
療
費
の
自
己
負
担
無
償
化

ま
た
、高
校
生
ま
で
の
医
療
費
の
自
己
負
担
無
償
化

に
つ
い
て
は
、各
種
事
業
に
お
け
る
財
源
の
継
続
的
、

に
つ
い
て
は
、各
種
事
業
に
お
け
る
財
源
の
継
続
的
、

安
定
的
な
確
保
に
つ
い
て
十
分
な
精
査
を
行
う
な
ど

安
定
的
な
確
保
に
つ
い
て
十
分
な
精
査
を
行
う
な
ど

検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

子
育
て
支
援
策
を
拡
充
出
来
た
ら
情
報
発
信
が
大

子
育
て
支
援
策
を
拡
充
出
来
た
ら
情
報
発
信
が
大

切
、も
っ
と
見
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
。

切
、も
っ
と
見
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
子
育
て
支
援
策
の
情
報
発

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
子
育
て
支
援
策
の
情
報
発

信
は
、重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

信
は
、重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

今
後
、子
育
て
世
代
に
特
化
し
た
ペ
ー
ジ
を
新
設
す
る

今
後
、子
育
て
世
代
に
特
化
し
た
ペ
ー
ジ
を
新
設
す
る

な
ど
、検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
ど
、検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

小
中
学
校
の
通
信
環
境
の
改
善
を
。ま
た
、学
習

小
中
学
校
の
通
信
環
境
の
改
善
を
。ま
た
、学
習

端
末
で
の
い
じ
め
に
対
す
る
対
策
は
。

端
末
で
の
い
じ
め
に
対
す
る
対
策
は
。

児
童
生
徒
の
ロ
グ
イ
ン
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
に
つ

児
童
生
徒
の
ロ
グ
イ
ン
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
に
つ

い
て
は
、な
り
す
ま
し
や
紛
失
防
止
等
の
た
め
担
任

い
て
は
、な
り
す
ま
し
や
紛
失
防
止
等
の
た
め
担
任

が
管
理
を
し
て
お
り
、端
末
使
用
の
際
、Ｉ
Ｄ
と
パ

が
管
理
を
し
て
お
り
、端
末
使
用
の
際
、Ｉ
Ｄ
と
パ

ス
ワ
ー
ド
が
書
か
れ
た
カ
ー
ド
を
渡
し
、接
続
後
に

ス
ワ
ー
ド
が
書
か
れ
た
カ
ー
ド
を
渡
し
、接
続
後
に

す
ぐ
に
回
収
す
る
な
ど
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

す
ぐ
に
回
収
す
る
な
ど
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
や
そ
の
ケ
ア
は
。ま
た
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
や
そ
の
ケ
ア
は
。ま
た
、

不
登
校
児
の
現
状
と
当
該
児
童
に
対
す
る
支
援
は
。

不
登
校
児
の
現
状
と
当
該
児
童
に
対
す
る
支
援
は
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
定
義
に
当
て
は
ま
る
と
判
断

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
定
義
に
当
て
は
ま
る
と
判
断

で
き
る
事
例
は
３
件
あ
り
、各
学
校
と
関
係
機
関
が

で
き
る
事
例
は
３
件
あ
り
、各
学
校
と
関
係
機
関
が

連
携
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
ま
す
。ま
た
、令
和
４

連
携
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
ま
す
。ま
た
、令
和
４

年
９
月
末
現
在
に
お
け

年
９
月
末
現
在
に
お
け

る
市
内
小
中
学
校
の
不

る
市
内
小
中
学
校
の
不

登
校
者
数
は

登
校
者
数
は
3737
名
で
あ

名
で
あ

り
、不
登
校
の
き
っ
か

り
、不
登
校
の
き
っ
か

け
や
不
登
校
を
継
続
す

け
や
不
登
校
を
継
続
す

る
理
由
な
ど
の
要
因
の

る
理
由
な
ど
の
要
因
の

解
消
に
努
め
て
い
ま
す
。

解
消
に
努
め
て
い
ま
す
。

議
会
へ
の
情
報
提
供
を
早
い
段
階
で

議
会
へ
の
情
報
提
供
を
早
い
段
階
で

今
後
の
議
会
へ
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
の
考
え
方

今
後
の
議
会
へ
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
の
考
え
方

や
方
針
、ま
た
、施
策
立
案
段
階
か
ら
の
情
報
提
供

や
方
針
、ま
た
、施
策
立
案
段
階
か
ら
の
情
報
提
供

は
可
能
か
。

は
可
能
か
。

議
会
へ
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
、可
能
な
限
り

議
会
へ
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
、可
能
な
限
り

早
い
段
階
で
の
情
報
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

早
い
段
階
で
の
情
報
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

適
切
な
時
期
に
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ

適
切
な
時
期
に
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ

り
議
会
と
の
合
意
形
成
が
よ
り
円
滑
に
行
え
る
よ
う

り
議
会
と
の
合
意
形
成
が
よ
り
円
滑
に
行
え
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

大
谷
津
地
区
に
お
け
る

大
谷
津
地
区
に
お
け
る

乱
開
発
の
現
状
は

乱
開
発
の
現
状
は

質問事項
◆大谷津地区における乱開発計画の現状について
◆市の子育て施策
◆市内小中学校の運営状況
◆重要施策の各事業の計画の段階から議会の意見
も取り入れられないか

千年正浩
ちとせ まさひろ 議員
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12月定例会  10人の議員が一般質問

香取市シルバー人材センター

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
始
ま
っ
た
ら
、１
千
万
円
以

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
始
ま
っ
た
ら
、１
千
万
円
以

下
の
免
税
事
業
者
、商
工
業
者
、農
家
な
ど
が
対
象

下
の
免
税
事
業
者
、商
工
業
者
、農
家
な
ど
が
対
象

と
な
り
、消
費
税
を
払
う
場
面
が
出
て
き
ま
す
。高

と
な
り
、消
費
税
を
払
う
場
面
が
出
て
き
ま
す
。高

齢
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
も
イ
ン
ボ
イ
ス

齢
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
も
イ
ン
ボ
イ
ス

の
発
行
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、対
応
は
。

の
発
行
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、対
応
は
。

香
取
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
確
認
し
た
と

香
取
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
確
認
し
た
と

こ
ろ
、原
則
と
し
て
会
員
に
は
イ
ン
ボ
イ
ス
を
求
め

こ
ろ
、原
則
と
し
て
会
員
に
は
イ
ン
ボ
イ
ス
を
求
め

ず
、現
状
の
と
お
り
消
費
税
を
含
ん
だ
分
配
金
を
支

ず
、現
状
の
と
お
り
消
費
税
を
含
ん
だ
分
配
金
を
支

払
う
と
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
か
ら
、会
員
か
ら
仕
入

払
う
と
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
か
ら
、会
員
か
ら
仕
入

れ
税
額
控
除
が
で
き
な
い
消
費
税
分
は
セ
ン
タ
ー
で

れ
税
額
控
除
が
で
き
な
い
消
費
税
分
は
セ
ン
タ
ー
で

負
担
す
る
と
の
こ
と
で
す
。な
お
、負
担
増
と
な
る

負
担
す
る
と
の
こ
と
で
す
。な
お
、負
担
増
と
な
る

消
費
税
分
は
、

消
費
税
分
は
、

請
負
等
代
金

請
負
等
代
金

の
値
上
げ
で

の
値
上
げ
で

対
応
す
る
こ

対
応
す
る
こ

と
を
検
討
し

と
を
検
討
し

て
い
る
と
の

て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

こ
と
で
す
。

福
島
第
一
原
発
の
事
故
は
、デ
ブ
リ
取
り
出
し
の

福
島
第
一
原
発
の
事
故
は
、デ
ブ
リ
取
り
出
し
の

見
通
し
も
な
い
中
、政
府
は
東
海
第
二
原
発
再
稼
働

見
通
し
も
な
い
中
、政
府
は
東
海
第
二
原
発
再
稼
働

の
方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。老
朽
化
の
再
稼
働
は

の
方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。老
朽
化
の
再
稼
働
は

や
め
る
べ
き
で
す
が
、市
の
見
解
は
。

や
め
る
べ
き
で
す
が
、市
の
見
解
は
。

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
方
針
に
関
わ
る
こ
と
で

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
方
針
に
関
わ
る
こ
と
で

あ
る
こ
と
か
ら
、市
と
し
て
は
、今
後
の
動
向
に
注

あ
る
こ
と
か
ら
、市
と
し
て
は
、今
後
の
動
向
に
注

視
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

視
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

端
末
で
の
い
じ
め
に
対
す
る
対
策
は
。

児
童
生
徒
の
ロ
グ
イ
ン
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
に
つ

い
て
は
、な
り
す
ま
し
や
紛
失
防
止
等
の
た
め
担
任

が
管
理
を
し
て
お
り
、端
末
使
用
の
際
、Ｉ
Ｄ
と
パ

ス
ワ
ー
ド
が
書
か
れ
た
カ
ー
ド
を
渡
し
、接
続
後
に

す
ぐ
に
回
収
す
る
な
ど
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
や
そ
の
ケ
ア
は
。ま
た
、

不
登
校
児
の
現
状
と
当
該
児
童
に
対
す
る
支
援
は
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
定
義
に
当
て
は
ま
る
と
判
断

で
き
る
事
例
は
３
件
あ
り
、各
学
校
と
関
係
機
関
が

連
携
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
ま
す
。ま
た
、令
和
４

年
９
月
末
現
在
に
お
け

る
市
内
小
中
学
校
の
不

登
校
者
数
は
37
名
で
あ

り
、不
登
校
の
き
っ
か

け
や
不
登
校
を
継
続
す

る
理
由
な
ど
の
要
因
の

解
消
に
努
め
て
い
ま
す
。

議
会
へ
の
情
報
提
供
を
早
い
段
階
で

今
後
の
議
会
へ
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
の
考
え
方

や
方
針
、ま
た
、施
策
立
案
段
階
か
ら
の
情
報
提
供

は
可
能
か
。

議
会
へ
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
、可
能
な
限
り

早
い
段
階
で
の
情
報
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

適
切
な
時
期
に
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ

り
議
会
と
の
合
意
形
成
が
よ
り
円
滑
に
行
え
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

学
校
跡
地
の
利
活
用
は

学
校
跡
地
の
利
活
用
は

積
極
的
に
推
進
を

積
極
的
に
推
進
を

市
内
の
学
校
跡
地
の
利
活
用
は
市
民
の
期
待
が
あ

市
内
の
学
校
跡
地
の
利
活
用
は
市
民
の
期
待
が
あ

り
ま
す
。市
民
の
納
得
で
事
業
の
導
入
を
。

り
ま
す
。市
民
の
納
得
で
事
業
の
導
入
を
。

地
元
説
明
会
を
開
催
し
、提
案
事
業
に
係
る
反
対

地
元
説
明
会
を
開
催
し
、提
案
事
業
に
係
る
反
対

意
見
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、今
後
の
事
業
実

意
見
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、今
後
の
事
業
実

施
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、地
元
地
域
の
意
見
を
踏

施
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、地
元
地
域
の
意
見
を
踏

ま
え
る
と
の
相
互
理
解
に
基
づ
き
、各
地
区
に
お
け

ま
え
る
と
の
相
互
理
解
に
基
づ
き
、各
地
区
に
お
け

る
意
見
の
取
り
ま
と
め
を
行
っ
た
結
果
、賛
成
と
の

る
意
見
の
取
り
ま
と
め
を
行
っ
た
結
果
、賛
成
と
の

意
思
表
示
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

意
思
表
示
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

人
口
減
少
の
進
展
で
過
疎
地
域
の
指
定
が
さ
れ
ま

人
口
減
少
の
進
展
で
過
疎
地
域
の
指
定
が
さ
れ
ま

し
た
が
、過
疎
債
の
活
用
で
住
民
福
祉
の
事
業
へ
積

し
た
が
、過
疎
債
の
活
用
で
住
民
福
祉
の
事
業
へ
積

極
的
活
用
を

極
的
活
用
を

過
疎
債
に
つ
い
て
は
、通
常
の
地
方
債
と
同
様
、

過
疎
債
に
つ
い
て
は
、通
常
の
地
方
債
と
同
様
、

施
設
整
備
等
の
ハ
ー
ド
事
業
が
対
象
と
な
る
ほ
か
、

施
設
整
備
等
の
ハ
ー
ド
事
業
が
対
象
と
な
る
ほ
か
、

過
疎
対
策
の
推
進
に
必
要
な
ソ
フ
ト
事
業
に
も
活
用

過
疎
対
策
の
推
進
に
必
要
な
ソ
フ
ト
事
業
に
も
活
用

で
き
、産
業
振
興
、保
健
福
祉
な
ど
幅
広
い
経
費
が

で
き
、産
業
振
興
、保
健
福
祉
な
ど
幅
広
い
経
費
が

対
象
と
な
り
ま
す
。貴
重
で
有
利
な
財
源
と
し
て
最

対
象
と
な
り
ま
す
。貴
重
で
有
利
な
財
源
と
し
て
最

大
限
の
活
用
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

大
限
の
活
用
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

産
婦
人
科
の
施
設
は
市
民
の
期
待
が
あ
り
ま
す
が
、

産
婦
人
科
の
施
設
は
市
民
の
期
待
が
あ
り
ま
す
が
、

予
定
通
り
進
ん
で
い
る
か
。

予
定
通
り
進
ん
で
い
る
か
。

現
在
、医
療
法
人
社
団
み
ず
た
に
会
に
お
い
て
は
、

現
在
、医
療
法
人
社
団
み
ず
た
に
会
に
お
い
て
は
、

産
婦
人
科
施
設
開
設
予
定
地
で
あ
る
旧
香
取
保
健
所

産
婦
人
科
施
設
開
設
予
定
地
で
あ
る
旧
香
取
保
健
所

跡
地
で
地
質
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、そ
の
結
果
報

跡
地
で
地
質
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、そ
の
結
果
報

告
を
受
け
た
後
、当
初
計
画
か
ら
の
見
直
し
な
ど
を

告
を
受
け
た
後
、当
初
計
画
か
ら
の
見
直
し
な
ど
を

行
い
な
が
ら
設
計
業
務
を
進
め
て
い
く
と
の
こ
と
で

行
い
な
が
ら
設
計
業
務
を
進
め
て
い
く
と
の
こ
と
で

す
。
す
。

質問事項
◆インボイス制度への市の対応
◆東海第二原発再稼働に向けた政府の対応
◆地域振興基金の活用方法
◆学校跡地利活用
◆過疎債の活用事業
◆産婦人科開設の進捗状況

老
朽
化
の
東
海
第
二
原
発

老
朽
化
の
東
海
第
二
原
発

の
再
稼
働
に
、

の
再
稼
働
に
、

香
取
市
は
強
い
抗
議
を

香
取
市
は
強
い
抗
議
を宇井正一

うい しょういち 議員
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農家ツアーの様子

前
市
政
で
は
箱
も
の
へ
の
投
資
が
際
立
っ
て
い
た

前
市
政
で
は
箱
も
の
へ
の
投
資
が
際
立
っ
て
い
た

が
、人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
け
ら
れ
ず
、香
取
市

が
、人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
け
ら
れ
ず
、香
取
市

も
と
う
と
う
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

も
と
う
と
う
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

そ
こ
で
新
市
長
の
目
指
す
未
来
に
向
け
て
の
重
要
施

そ
こ
で
新
市
長
の
目
指
す
未
来
に
向
け
て
の
重
要
施

策
を
伺
い
た
い
。

策
を
伺
い
た
い
。

過
疎
地
域
か
ら
の
脱
却
に
向
け
、人
口
減
少
対
策

過
疎
地
域
か
ら
の
脱
却
に
向
け
、人
口
減
少
対
策

が
最
も
重
要
と
な
り
ま
す
。現
状
を
踏
ま
え
、ま
ず
、

が
最
も
重
要
と
な
り
ま
す
。現
状
を
踏
ま
え
、ま
ず
、

人
口
減
少
の
幅
を
少
し
で
も
減
ら
し
て
い
く
こ
と
を

人
口
減
少
の
幅
を
少
し
で
も
減
ら
し
て
い
く
こ
と
を

目
指
し
、着
手
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
一
つ
一
つ
確
実

目
指
し
、着
手
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
一
つ
一
つ
確
実

に
関
連
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

に
関
連
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
策
の
充
実
に
つ
い
て
具
体
的
な
施
策

子
育
て
支
援
策
の
充
実
に
つ
い
て
具
体
的
な
施
策

は
。
は
。学

校
給
食
費
の
段
階
的
な
免
除
に
着
手
し
、子
育

学
校
給
食
費
の
段
階
的
な
免
除
に
着
手
し
、子
育

て
世
代
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
ほ
か
、保
育
環

て
世
代
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
ほ
か
、保
育
環

境
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
充
実
、お
よ
び
放
課
後
児
童

境
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
充
実
、お
よ
び
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童
の
解
消
、産
婦
人
科
施
設
の
誘

ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童
の
解
消
、産
婦
人
科
施
設
の
誘

致
を
実
現
し
、子
ど
も
を
産
み
、育
て
や
す
い
環
境

致
を
実
現
し
、子
ど
も
を
産
み
、育
て
や
す
い
環
境

を
整
え
て
い
く
こ
と
で
、人
口
減
少
、少
子
化
に
対

を
整
え
て
い
く
こ
と
で
、人
口
減
少
、少
子
化
に
対

応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

孤
独
な
子
育
て
を
な
く
す
た
め
に
も
産
後
ケ
ア
の

孤
独
な
子
育
て
を
な
く
す
た
め
に
も
産
後
ケ
ア
の

必
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
る
が
香
取
市
の
実
情
と
、今

必
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
る
が
香
取
市
の
実
情
と
、今

後
の
予
定
は
。

後
の
予
定
は
。

現
在
、市
に
お
い
て
は
、産
後
ケ
ア
事
業
を
実
施

現
在
、市
に
お
い
て
は
、産
後
ケ
ア
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
せ
ん
が
、産
後
も
安
心
し
て
子
育
て
が
で

し
て
い
ま
せ
ん
が
、産
後
も
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
、産
科
医
療
機
関
と
連
携

き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
、産
科
医
療
機
関
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
事
業
実
施
に
向
け
て
協
議
し
て
ま
い

を
図
り
な
が
ら
事
業
実
施
に
向
け
て
協
議
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

産
婦
人
科
の
誘
致
と
併
せ
て
産
後
ケ
ア
を
実
施
す

産
婦
人
科
の
誘
致
と
併
せ
て
産
後
ケ
ア
を
実
施
す

る
の
で
あ
れ
ば
、現
在
の
予
定
地
で
は
ま
ず
い
。女

る
の
で
あ
れ
ば
、現
在
の
予
定
地
で
は
ま
ず
い
。女

性
の
声
と
し
て
、「
市
役
所
の
前
の
婦
人
科
に
は
入
り

性
の
声
と
し
て
、「
市
役
所
の
前
の
婦
人
科
に
は
入
り

づ
ら
い
」「
新
生
児
に
は
う
る
さ
す
ぎ
る
場
所
で
眠
れ

づ
ら
い
」「
新
生
児
に
は
う
る
さ
す
ぎ
る
場
所
で
眠
れ

な
い
」な
ど
不
安
の
声
も
あ
り
。地
盤
の
悪
さ
で
調

な
い
」な
ど
不
安
の
声
も
あ
り
。地
盤
の
悪
さ
で
調

査
中
と
の
こ
と
だ
が
、み
ず
た
に
会
と
よ
く
話
し
合

査
中
と
の
こ
と
だ
が
、み
ず
た
に
会
と
よ
く
話
し
合

っ
て
ほ
し
い
が
。

っ
て
ほ
し
い
が
。

産
婦
人
科
施
設
を
整
備
す
る
場
所
に
つ
い
て
は
、

産
婦
人
科
施
設
を
整
備
す
る
場
所
に
つ
い
て
は
、

旧
香
取
保
健
所
跡
地
と
い
う
こ
と
で
法
人
と
合
意
に

旧
香
取
保
健
所
跡
地
と
い
う
こ
と
で
法
人
と
合
意
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。現
時
点
に
お
い
て
は
、移
転
は

至
っ
て
お
り
ま
す
。現
時
点
に
お
い
て
は
、移
転
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

人
口
減
少
対
策
に

人
口
減
少
対
策
に

本
腰
で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い

本
腰
で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い

移
住
・
定
住
策
に
は
一
カ
月
の
お
試
し
体
験
施
設

移
住
・
定
住
策
に
は
一
カ
月
の
お
試
し
体
験
施
設

が
必
要
で
は
な
い
か
。

が
必
要
で
は
な
い
か
。

体
験
施
設
は
、施
設
を
設
置
す
る
こ
と
や
市
営
に

体
験
施
設
は
、施
設
を
設
置
す
る
こ
と
や
市
営
に

こ
だ
わ
ら
ず
、移
住
希
望
者
が
必
要
と
し
て
い
る
実

こ
だ
わ
ら
ず
、移
住
希
望
者
が
必
要
と
し
て
い
る
実

施
方
法
な
ど
に
つ
い
て
幅
広
く
研
究
し
て
ま
い
り
た

施
方
法
な
ど
に
つ
い
て
幅
広
く
研
究
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

農
業
者
の
移
住
促
進
策
は
。

農
業
者
の
移
住
促
進
策
は
。

市
内
の
農
家
や
農
業
法
人
を
め
ぐ
り
農
業
体
験
を

市
内
の
農
家
や
農
業
法
人
を
め
ぐ
り
農
業
体
験
を

行
う
農
家
ツ
ア
ー
を
昨
年
度
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力

行
う
農
家
ツ
ア
ー
を
昨
年
度
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力

隊
が
主
体
と
な
り
随
時
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。今

隊
が
主
体
と
な
り
随
時
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。今

後
に
お
い
て
は
、農
業

後
に
お
い
て
は
、農
業

を
生
か
し
た
移
住
施
策

を
生
か
し
た
移
住
施
策

の
展
開
に
つ
い
て
で
き

の
展
開
に
つ
い
て
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組

る
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
考

ん
で
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

え
て
お
り
ま
す
。

質問事項
◆新市政運営に向けて、市長が目指す最重要施策

河野
節子 こうの せつこ 議員

新
市
政
運
営
に
向
け
て

新
市
政
運
営
に
向
け
て

市
長
が
目
指
す

市
長
が
目
指
す

最
重
要
施
策
は
何
か

最
重
要
施
策
は
何
か
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12月定例会  10人の議員が一般質問

産婦人科施設誘致場所（旧香取保健所跡地）

市
議
会
の
議
決
案
件
は
暴
走
な
の
か

市
議
会
の
議
決
案
件
は
暴
走
な
の
か

無
償
譲
渡
の
件
は
職
員
等
が
市
民
の
為
に
と
英
知

無
償
譲
渡
の
件
は
職
員
等
が
市
民
の
為
に
と
英
知

を
絞
り
時
間
を
か
け
て
上
程
し
、議
会
等
で
の
説
明

を
絞
り
時
間
を
か
け
て
上
程
し
、議
会
等
で
の
説
明

を
受
け
、審
議
し
議
決
に
至
っ
た
案
件
が
暴
走
で
あ

を
受
け
、審
議
し
議
決
に
至
っ
た
案
件
が
暴
走
で
あ

っ
た
の
か
。

っ
た
の
か
。

市
有
財
産
の
無
償
譲
渡
と
い
う
重
要
案
件
に
つ
い

市
有
財
産
の
無
償
譲
渡
と
い
う
重
要
案
件
に
つ
い

て
、市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
説
明
や
周
知
が
不
足
す
る

て
、市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
説
明
や
周
知
が
不
足
す
る

な
ど
、そ
の
過
程
に
丁
寧
さ
が
欠
け
て
い
た
と
思
わ

な
ど
、そ
の
過
程
に
丁
寧
さ
が
欠
け
て
い
た
と
思
わ

れ
た
の
で
、さ
ら
に
時
間
を
か
け
て
そ
の
過
程
を
大

れ
た
の
で
、さ
ら
に
時
間
を
か
け
て
そ
の
過
程
を
大

切
に
す
べ
き
と
い
う
意
味
で
使
っ
た
も
の
で
す
。

切
に
す
べ
き
と
い
う
意
味
で
使
っ
た
も
の
で
す
。

行
政
運
営
を
取
り
戻
す
件
は「
し
っ
か
り
と
市
民

行
政
運
営
を
取
り
戻
す
件
は「
し
っ
か
り
と
市
民

と
共
有
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
」と
は
、具
体
的

と
共
有
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
」と
は
、具
体
的

に
説
明
を
。

に
説
明
を
。

市
政
の
重
要
案
件
を
進
め
る
際
に
、短
期
間
で
全

市
政
の
重
要
案
件
を
進
め
る
際
に
、短
期
間
で
全

て
の
結
論
を
出
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、情
報
を

て
の
結
論
を
出
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、情
報
を

広
く
周
知
し
な
が
ら
時
間
を
か
け
て
、関
係
者
の
み

広
く
周
知
し
な
が
ら
時
間
を
か
け
て
、関
係
者
の
み

な
ら
ず
、多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
伺

な
ら
ず
、多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
伺

え
る
機
会
を
増
や
し
、合
意
形
成
を
図
る
こ
と
が
必

え
る
機
会
を
増
や
し
、合
意
形
成
を
図
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

産
婦
人
科
施
設
は
開
設
で
き
る
の
か

産
婦
人
科
施
設
は
開
設
で
き
る
の
か

熊
谷
知
事
へ
の
文
書
の「
小
見
川
高
校
へ
の
看
護

熊
谷
知
事
へ
の
文
書
の「
小
見
川
高
校
へ
の
看
護

科
設
置
、県
立
佐
原
病
院
へ
の
産
婦
人
科
誘
致
」と
は
、

科
設
置
、県
立
佐
原
病
院
へ
の
産
婦
人
科
誘
致
」と
は
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
。

ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
。

産
婦
人
科
の
建
設
予
定
地
に
つ
い
て
は
、総
合
病

産
婦
人
科
の
建
設
予
定
地
に
つ
い
て
は
、総
合
病

院
に
隣
接
し
て
い
た
ほ
う
が
緊
急
時
や
救
急
対
応
な

院
に
隣
接
し
て
い
た
ほ
う
が
緊
急
時
や
救
急
対
応
な

ど
の
点
か
ら
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま

ど
の
点
か
ら
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま

し
た
。市
長
に
就
任
後
、医
療
法
人
社
団
み
ず
た
に

し
た
。市
長
に
就
任
後
、医
療
法
人
社
団
み
ず
た
に

会
の
水
谷
理
事
長
に
お
話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、Ｎ
Ｉ

会
の
水
谷
理
事
長
に
お
話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ（
新
生
児
集
中
治
療
室
）の
必
要
性
や
、旧
香
取

Ｃ
Ｕ（
新
生
児
集
中
治
療
室
）の
必
要
性
や
、旧
香
取

保
健
所
跡
地
で
旭
中
央
病
院
や
成
田
赤
十
字
病
院
と

保
健
所
跡
地
で
旭
中
央
病
院
や
成
田
赤
十
字
病
院
と

連
携
し
て
い
く
こ
と
を
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
の

連
携
し
て
い
く
こ
と
を
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、開
設
場
所
は
予
定
通
り
旧
香
取
保
健
所
跡
地
で

で
、開
設
場
所
は
予
定
通
り
旧
香
取
保
健
所
跡
地
で

進
め
る
こ
と
に
改
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

進
め
る
こ
と
に
改
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

産
婦
人
科
施
設
は
市
役
所
脇
で
の
考
え
方
に
改
め

産
婦
人
科
施
設
は
市
役
所
脇
で
の
考
え
方
に
改
め

た
と
の
事
、地
盤
調
査
の
結
果
、工
事
費
用
が
多
額

た
と
の
事
、地
盤
調
査
の
結
果
、工
事
費
用
が
多
額

と
な
っ
た
場
合
、香
取
市
は
負
担
で
き
る
の
か
。

と
な
っ
た
場
合
、香
取
市
は
負
担
で
き
る
の
か
。

市
と
し
て
は
、産
婦
人
科
施
設
の
開
院
を
待
ち
望

市
と
し
て
は
、産
婦
人
科
施
設
の
開
院
を
待
ち
望

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
の
で
、法
人
の
意
向

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
の
で
、法
人
の
意
向

な
ど
を
十
分
に
確
認
し
な
が
ら
、可
能
な
限
り
の
ご

な
ど
を
十
分
に
確
認
し
な
が
ら
、可
能
な
限
り
の
ご

支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長
の

市
長
の

選
挙
公
約
に
つ
い
て

選
挙
公
約
に
つ
い
て

質問事項
◆市長の選挙公約

根本
太左衛門

ねもと たざえもん 議員
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コ
ン
パ
ス
に
お
け
る
オ
ー
プ
ン
ま
で
の
進
捗
状
況

コ
ン
パ
ス
に
お
け
る
オ
ー
プ
ン
ま
で
の
進
捗
状
況

と
佐
原
中
央
図
書
館
、佐
原
中
央
公
民
館
か
ら
の
引

と
佐
原
中
央
図
書
館
、佐
原
中
央
公
民
館
か
ら
の
引

っ
越
し
作
業
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

っ
越
し
作
業
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

1212
月
2525
日
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

日
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
の
準
備
を
進
め
て
お
り
、ま
た
、貸
出
し
施

レ
モ
ニ
ー
の
準
備
を
進
め
て
お
り
、ま
た
、貸
出
し
施

設
等
の
予
約
方
法
に
係
る
説
明
会
を
は
じ
め
、施
設

設
等
の
予
約
方
法
に
係
る
説
明
会
を
は
じ
め
、施
設

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
作
成
な
ど

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
作
成
な
ど

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。移
転
作
業
に
つ
い
て
は
、佐
原

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。移
転
作
業
に
つ
い
て
は
、佐
原

中
央
公
民
館
は
、閉
館
と
な
る

中
央
公
民
館
は
、閉
館
と
な
る
1212
月
末
ま
で
通
常
ど

月
末
ま
で
通
常
ど

お
り
開
館
し
ま
す
。佐
原
中
央
図
書
館
は
、

お
り
開
館
し
ま
す
。佐
原
中
央
図
書
館
は
、1111
月
2121
日

か
ら
か
ら
1212
月
2424
日
ま
で
を
休
館
と
し
、そ
の
間
、本
の
移

日
ま
で
を
休
館
と
し
、そ
の
間
、本
の
移

動
や
点
検
、シ
ス
テ
ム
更
新
等
を
行
い
ま
す
。

動
や
点
検
、シ
ス
テ
ム
更
新
等
を
行
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
後
の
香
取
市
と
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
計
画

オ
ー
プ
ン
後
の
香
取
市
と
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
計
画

は
。
は
。1212

月
2525
日
の
午
前
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

日
の
午
前
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

を
予
定
し
て
い
ま
す
。午
後
か
ら
は
一
般
開
放
を
予

を
予
定
し
て
い
ま
す
。午
後
か
ら
は
一
般
開
放
を
予

定
し
て
お
り
、

定
し
て
お
り
、1212
月
2828
日
ま
で
の
間
、施
設
の
内
覧

日
ま
で
の
間
、施
設
の
内
覧

会
や
小
野
川
ホ
ー
ル
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

会
や
小
野
川
ホ
ー
ル
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

な
ど
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

な
ど
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

選
挙
に
お
け
る
時
間
的
、

選
挙
に
お
け
る
時
間
的
、

距
離
的
平
等
性
の
確
保
を

距
離
的
平
等
性
の
確
保
を

期
日
前
投
票
に
お
け
る
本
庁
と
支
所
の
投
票
時
間

期
日
前
投
票
に
お
け
る
本
庁
と
支
所
の
投
票
時
間

の
差
に
つ
い
て
決
定
へ
の
経
緯
は
。

の
差
に
つ
い
て
決
定
へ
の
経
緯
は
。

期
日
前
投
票
の
夜
間
の
投
票
者
が
少
な
い
状
況
か

期
日
前
投
票
の
夜
間
の
投
票
者
が
少
な
い
状
況
か

ら
、検
討
し
ま
し
た
。公
職
選
挙
法
で
は
、１
カ
所
以

ら
、検
討
し
ま
し
た
。公
職
選
挙
法
で
は
、１
カ
所
以

上
が
午
前
８
時

上
が
午
前
８
時
3030
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
開
所
し
て

分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
開
所
し
て

い
れ
ば
、２
時
間
以
内
の
繰
上
げ
が
可
能
な
た
め
、

い
れ
ば
、２
時
間
以
内
の
繰
上
げ
が
可
能
な
た
め
、

平
成
平
成
2323
年
の
県
議
会
議
員
選
挙
か
ら
市
役
所
以
外
の

年
の
県
議
会
議
員
選
挙
か
ら
市
役
所
以
外
の

期
日
前
投
票
所
の
閉
鎖
時
間
を
２
時
間
繰
り
上
げ
し
、

期
日
前
投
票
所
の
閉
鎖
時
間
を
２
時
間
繰
り
上
げ
し
、

午
後
６
時
ま
で
と
し
ま
し
た
。

午
後
６
時
ま
で
と
し
ま
し
た
。

銚
子
市
に
お
け
る
移
動
投
票
所
を
ど
う
評
価
し
て

銚
子
市
に
お
け
る
移
動
投
票
所
を
ど
う
評
価
し
て

い
る
か
。香
取
市
で
も
導
入
で
き
な
い
か
。

い
る
か
。香
取
市
で
も
導
入
で
き
な
い
か
。

銚
子
市
で
は
投
票
所
の
統
廃
合
で
、投
票
所
が
遠

銚
子
市
で
は
投
票
所
の
統
廃
合
で
、投
票
所
が
遠

い
地
域
を
対
象
に
、令
和
３
年
の
知
事
選
挙
か
ら
導

い
地
域
を
対
象
に
、令
和
３
年
の
知
事
選
挙
か
ら
導

入
し
て
い
ま
す
。ワ
ゴ
ン
車
使
用
の
た
め
、受
付
等

入
し
て
い
ま
す
。ワ
ゴ
ン
車
使
用
の
た
め
、受
付
等

が
車
外
と
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、荒
天
時
の
不
安
が

が
車
外
と
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、荒
天
時
の
不
安
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。香
取
市
で
は
、原
則
と
し

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。香
取
市
で
は
、原
則
と
し

て
徒
歩
圏
内
の
投
票
所
を
設
置
す
る
基
本
方
針
の
た

て
徒
歩
圏
内
の
投
票
所
を
設
置
す
る
基
本
方
針
の
た

め
、導
入
方
針
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

め
、導
入
方
針
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

閉
校
校
舎
の
利
活
用
の
た
め
の

閉
校
校
舎
の
利
活
用
の
た
め
の

積
極
策
の
導
入
を

積
極
策
の
導
入
を

今
年
度
に
お
け
る
閉
校
校
舎
利
活
用
の
状
況
は
。

今
年
度
に
お
け
る
閉
校
校
舎
利
活
用
の
状
況
は
。

旧
八
都
第
二
小
学
校
に
つ
い
て
、地
域
複
合
施
設

旧
八
都
第
二
小
学
校
に
つ
い
て
、地
域
複
合
施
設

を
提
案
事
業
と
す
る
株
式
会
社
串
カ
ツ
田
中
ホ
ー
ル

を
提
案
事
業
と
す
る
株
式
会
社
串
カ
ツ
田
中
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
を
、旧
小
見
川
南
小
学
校
に
つ
い
て
、

デ
ィ
ン
グ
ス
を
、旧
小
見
川
南
小
学
校
に
つ
い
て
、

地
域
活
性
化
事
業
を
提
案
事
業
と
す
る
芳
源
マ
ッ
シ

地
域
活
性
化
事
業
を
提
案
事
業
と
す
る
芳
源
マ
ッ
シ

ュ
ル
ー
ム
株
式
会
社
を
優
先
交
渉
権
者
と
し
て
選
定

ュ
ル
ー
ム
株
式
会
社
を
優
先
交
渉
権
者
と
し
て
選
定

し
て
お
り
ま
す
。

し
て
お
り
ま
す
。

学
校
施
設
を
一
括
し
て
売
却
す
る
方
向
か
ら
施
設

学
校
施
設
を
一
括
し
て
売
却
す
る
方
向
か
ら
施
設

を
分
割
し
て
譲
渡
・
貸
借
は
で
き
な
い
か
。

を
分
割
し
て
譲
渡
・
貸
借
は
で
き
な
い
か
。

分
割
に
よ
る
売
却
、貸
借
に
つ
い
て
は
、全
体
面

分
割
に
よ
る
売
却
、貸
借
に
つ
い
て
は
、全
体
面

積
と
使
用
面
積
の
案
分
等
に
よ
り
当
該
単
価
の
算
定

積
と
使
用
面
積
の
案
分
等
に
よ
り
当
該
単
価
の
算
定

は
可
能
で
す
が
、施
設
全
体
の
売
却
、貸
借
が
完
了

は
可
能
で
す
が
、施
設
全
体
の
売
却
、貸
借
が
完
了

す
る
ま
で
の
間
、維
持
管
理
体
制
の
責
任
の
所
在
が

す
る
ま
で
の
間
、維
持
管
理
体
制
の
責
任
の
所
在
が

不
明
確
に
な
る
こ
と
な
ど
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

不
明
確
に
な
る
こ
と
な
ど
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

複
合
公
共
施
設

複
合
公
共
施
設

（
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｓ
）を

（
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｓ
）を

文
化
の
発
信
基
地
に

文
化
の
発
信
基
地
に

質問事項
◆複合公共施設（KOMPAS）
◆投票率の向上施策
◆廃校利用

辻 
達広 つじ　たつひろ 議員
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12月定例会  10人の議員が一般質問

大変危険な老朽化した階段

阿
玉
台
貝
塚
の
全
体
的
な
整
備
計
画
の
概
要
は
。

阿
玉
台
貝
塚
の
全
体
的
な
整
備
計
画
の
概
要
は
。

現
在
、文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
の
作
成
を
進

現
在
、文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
の
作
成
を
進

め
て
お
り
、認
定
後
、史
跡
ご
と
の
保
存
活
用
や
具

め
て
お
り
、認
定
後
、史
跡
ご
と
の
保
存
活
用
や
具

体
的
な
取
り
組
み
な
ど
を
定
め
た
整
備
基
本
計
画
を

体
的
な
取
り
組
み
な
ど
を
定
め
た
整
備
基
本
計
画
を

策
定
す
る
予
定
で
す
。

策
定
す
る
予
定
で
す
。

阿
玉
台
貝
塚
は
令
和
元
年
秋
の
台
風
や
大
雨
に
よ

阿
玉
台
貝
塚
は
令
和
元
年
秋
の
台
風
や
大
雨
に
よ

り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。市
当
局
の
懸
命
な
る
ご

り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。市
当
局
の
懸
命
な
る
ご

努
力
に
よ
り
殆
ど
は
復
旧
し
た
が
、一
番
奥
の
老
朽

努
力
に
よ
り
殆
ど
は
復
旧
し
た
が
、一
番
奥
の
老
朽

化
し
た
木
造
階
段
は
ま
だ
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
大
変

化
し
た
木
造
階
段
は
ま
だ
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
大
変

危
険
な
状
態
で
あ
る
。早
急
に
撤
去
す
べ
き
と
思
う

危
険
な
状
態
で
あ
る
。早
急
に
撤
去
す
べ
き
と
思
う

が
市
当
局
の
対
応
は
。

が
市
当
局
の
対
応
は
。

阿
玉
台
貝
塚
は
国
指
定
史
跡
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

阿
玉
台
貝
塚
は
国
指
定
史
跡
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

工
法
や
作
業
内
容
お
よ
び
手
続
き
に
つ
い
て
文
化
財

工
法
や
作
業
内
容
お
よ
び
手
続
き
に
つ
い
て
文
化
財

担
当
課
と
の
協
議
が
必
要

担
当
課
と
の
協
議
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
今
回
、協

と
な
り
ま
す
。
今
回
、協

議
が
お
お
む
ね
整
い
、施

議
が
お
お
む
ね
整
い
、施

設
解
体
工
事
費
と
し
て
補

設
解
体
工
事
費
と
し
て
補

正
予
算
を
計
上
さ
せ
て
い

正
予
算
を
計
上
さ
せ
て
い

た
だ
き
、議
決
後
、工
事

た
だ
き
、議
決
後
、工
事

に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

橘
ふ
れ
あ
い
公
園
整
備
計
画
の

橘
ふ
れ
あ
い
公
園
整
備
計
画
の

概
要
は

概
要
は

施
設
別
事
業
費
お
よ
び
そ
の
財
源
内
訳
は
。

施
設
別
事
業
費
お
よ
び
そ
の
財
源
内
訳
は
。

平
成
平
成
2727
年
度
か
ら
令
和
４
年
度
ま
で
の
全
体
事
業

年
度
か
ら
令
和
４
年
度
ま
で
の
全
体
事
業

費
は
約

費
は
約
2525
億
４
５
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。財

億
４
５
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。財

源
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、国
庫
支
出
金
が
約
９
億
２

源
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、国
庫
支
出
金
が
約
９
億
２

８
５
０
万
円
、合
併
特
例
債
が
約

８
５
０
万
円
、合
併
特
例
債
が
約
1515
億
３
５
９
０
万

億
３
５
９
０
万

期
日
前
投
票
所
の
閉
鎖
時
間
を
２
時
間
繰
り
上
げ
し
、

午
後
６
時
ま
で
と
し
ま
し
た
。

銚
子
市
に
お
け
る
移
動
投
票
所
を
ど
う
評
価
し
て

い
る
か
。香
取
市
で
も
導
入
で
き
な
い
か
。

銚
子
市
で
は
投
票
所
の
統
廃
合
で
、投
票
所
が
遠

い
地
域
を
対
象
に
、令
和
３
年
の
知
事
選
挙
か
ら
導

入
し
て
い
ま
す
。ワ
ゴ
ン
車
使
用
の
た
め
、受
付
等

が
車
外
と
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、荒
天
時
の
不
安
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。香
取
市
で
は
、原
則
と
し

て
徒
歩
圏
内
の
投
票
所
を
設
置
す
る
基
本
方
針
の
た

め
、導
入
方
針
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

閉
校
校
舎
の
利
活
用
の
た
め
の

積
極
策
の
導
入
を

今
年
度
に
お
け
る
閉
校
校
舎
利
活
用
の
状
況
は
。

旧
八
都
第
二
小
学
校
に
つ
い
て
、地
域
複
合
施
設

を
提
案
事
業
と
す
る
株
式
会
社
串
カ
ツ
田
中
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
を
、旧
小
見
川
南
小
学
校
に
つ
い
て
、

地
域
活
性
化
事
業
を
提
案
事
業
と
す
る
芳
源
マ
ッ
シ

ュ
ル
ー
ム
株
式
会
社
を
優
先
交
渉
権
者
と
し
て
選
定

し
て
お
り
ま
す
。

学
校
施
設
を
一
括
し
て
売
却
す
る
方
向
か
ら
施
設

を
分
割
し
て
譲
渡
・
貸
借
は
で
き
な
い
か
。

分
割
に
よ
る
売
却
、貸
借
に
つ
い
て
は
、全
体
面

積
と
使
用
面
積
の
案
分
等
に
よ
り
当
該
単
価
の
算
定

は
可
能
で
す
が
、施
設
全
体
の
売
却
、貸
借
が
完
了

す
る
ま
で
の
間
、維
持
管
理
体
制
の
責
任
の
所
在
が

不
明
確
に
な
る
こ
と
な
ど
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

円
、一
般
財
源
が
約
８
０
６
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

円
、一
般
財
源
が
約
８
０
６
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

施
設
別
の
進
捗
状
況
お
よ
び
今
後
の
整
備
計
画
は
。

施
設
別
の
進
捗
状
況
お
よ
び
今
後
の
整
備
計
画
は
。

体
験
学
習
施
設
お
よ
び
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
供
用

体
験
学
習
施
設
お
よ
び
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
供
用

を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。９
月
末
現
在
の
工
事
進
捗

を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。９
月
末
現
在
の
工
事
進
捗

率
に
つ
い
て
は
、キ
ャ
ン
プ
場
が

率
に
つ
い
て
は
、キ
ャ
ン
プ
場
が
5050
・
１
％
、広
場
お

・
１
％
、広
場
お

よ
び
駐
車
場
が

よ
び
駐
車
場
が
1010
・
７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。今
後

・
７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。今
後

の
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、広
場
に
水
辺
デ
ッ
キ
や

の
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、広
場
に
水
辺
デ
ッ
キ
や

築
山
な
ど
を
配
置
す
る
ほ
か
、憩
い
の
森
に
も
滑
り

築
山
な
ど
を
配
置
す
る
ほ
か
、憩
い
の
森
に
も
滑
り

台
を
新
設
し
、橘
堰
南
側
の
遊
歩
道
整
備
も
計
画
し

台
を
新
設
し
、橘
堰
南
側
の
遊
歩
道
整
備
も
計
画
し

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

施
設
別
の
具
体
的
な
集
客
目
標
は
。

施
設
別
の
具
体
的
な
集
客
目
標
は
。

指
定
管
理
者
に
よ
る
集
客
目
標
は
、パ
ー
ク
ゴ
ル

指
定
管
理
者
に
よ
る
集
客
目
標
は
、パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
が
年
間
約
２
万
人
、キ
ャ
ン
プ
場
が
年
間
１
万

フ
場
が
年
間
約
２
万
人
、キ
ャ
ン
プ
場
が
年
間
１
万

２
０
０
０
人
と
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
ほ
か
、広
場
、

２
０
０
０
人
と
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
ほ
か
、広
場
、

体
験
学
習
施
設
に
つ
い
て
は
、今
ま
で
の
実
績
か
ら

体
験
学
習
施
設
に
つ
い
て
は
、今
ま
で
の
実
績
か
ら

約
４
万
人
程
度
の
利
用
が
あ
る
も
の
と
想
定
し
て
い

約
４
万
人
程
度
の
利
用
が
あ
る
も
の
と
想
定
し
て
い

ま
す
。

ま
す
。

山
田
地
区
牧
野
の
森
桜
の
里
の

山
田
地
区
牧
野
の
森
桜
の
里
の

整
備
は

整
備
は

牧
野
の
森
桜
の
里
は
、旧
山
田
町
が
平
成

牧
野
の
森
桜
の
里
は
、旧
山
田
町
が
平
成
1414
年
に
年
に

桜
の
オ
ー
ナ
ー
制
度
を
導
入
し
、周
辺
を
含
め
て
整

桜
の
オ
ー
ナ
ー
制
度
を
導
入
し
、周
辺
を
含
め
て
整

備
計
画
を
立
案
し
た
も
の
で
あ
る
。そ
の
後
、香
取

備
計
画
を
立
案
し
た
も
の
で
あ
る
。そ
の
後
、香
取

市
に
引
き
継
が
れ
た
が
余
り
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。

市
に
引
き
継
が
れ
た
が
余
り
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。

今
後
の
整
備
予
定
は
。

今
後
の
整
備
予
定
は
。

今
後
は
、桜
の
里
親
制
度
の
継
続
は
も
ち
ろ
ん
の

今
後
は
、桜
の
里
親
制
度
の
継
続
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、引
き
続
き
美
し
い
森
林
景
観
の
環
境
維
持
の

こ
と
、引
き
続
き
美
し
い
森
林
景
観
の
環
境
維
持
の

た
め
、適
切
な
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

た
め
、適
切
な
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

質問事項
◆橘ふれあい公園の整備概要
◆牧野の森整備事業
◆阿玉台貝塚の整備

小
見
川
地
区
阿
玉
台

小
見
川
地
区
阿
玉
台

貝
塚
に
係
る
今
後
の

貝
塚
に
係
る
今
後
の

整
備
計
画
の
概
要
は

整
備
計
画
の
概
要
は高木

寛たかぎ ひろし 議員

● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●
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新たに策定された香取市過疎地域持続的発展計画新たに策定された香取市過疎地域持続的発展計画

無
償
化
対
象
と
な
る
児
童
生
徒
数

無
償
化
対
象
と
な
る
児
童
生
徒
数

お
よ
び
給
食
費
は
ど
の
く
ら
い
か

お
よ
び
給
食
費
は
ど
の
く
ら
い
か

給
食
費
無
償
化
に
よ
る
地
方
交
付
税
や
国
県
補
助

給
食
費
無
償
化
に
よ
る
地
方
交
付
税
や
国
県
補
助

金
、特
に
就
学
支
援
対
象
に
係
る
影
響
は
あ
る
か
。

金
、特
に
就
学
支
援
対
象
に
係
る
影
響
は
あ
る
か
。

地
方
交
付
税
や
国
県
補
助
金
に
つ
い
て
は
、特
に

地
方
交
付
税
や
国
県
補
助
金
に
つ
い
て
は
、特
に

影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

給
食
費
未
納
世
帯
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

給
食
費
未
納
世
帯
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

令
和
３
年
度
の
対
象
児
童
生
徒
数
は
１
０
４
名
、

令
和
３
年
度
の
対
象
児
童
生
徒
数
は
１
０
４
名
、

保
護
者
数
と
し
て
は

保
護
者
数
と
し
て
は
7373
名
と
な
り
ま
す
。

名
と
な
り
ま
す
。

現
行
の「
第
４
子
以
降
」免
除
対
象
数
お
よ
び
改
正

現
行
の「
第
４
子
以
降
」免
除
対
象
数
お
よ
び
改
正

後
の「
第
３
子
以
降
」の
対
象
見
込
み
数
を
お
示
し
く

後
の「
第
３
子
以
降
」の
対
象
見
込
み
数
を
お
示
し
く

だ
さ
い
。

だ
さ
い
。

第
４
子
以
降
の
対
象
人
数
は

第
４
子
以
降
の
対
象
人
数
は
1212
名
、保
護
者
数
で

名
、保
護
者
数
で

は
1111
名
で
す
。第
３
子
以
降
に
つ
い
て
は
、現
在
、調

名
で
す
。第
３
子
以
降
に
つ
い
て
は
、現
在
、調

査
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、児
童
生
徒
全
体
で
約
７
０

査
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、児
童
生
徒
全
体
で
約
７
０

０
名
を
見
込
ん
で
お
り
、内
訳
と
し
て
は
、小
学
生

０
名
を
見
込
ん
で
お
り
、内
訳
と
し
て
は
、小
学
生

が
４
７
０
名
、中
学
生
が
２
３
０
名
で
す
。

が
４
７
０
名
、中
学
生
が
２
３
０
名
で
す
。

「
過
疎
債
」の
活
用
方
策
に
つ
い
て

「
過
疎
債
」の
活
用
方
策
に
つ
い
て

「
過
疎
債
」を
学
校
給
食
費
に
充
当
す
る
場
合
の
制

「
過
疎
債
」を
学
校
給
食
費
に
充
当
す
る
場
合
の
制

約
ま
た
は
条
件
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

約
ま
た
は
条
件
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

過
疎
債
を
活
用
す
る
全
事
業
の
該
当
条
件
と
し
て
、

過
疎
債
を
活
用
す
る
全
事
業
の
該
当
条
件
と
し
て
、

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
に
位
置
づ
け
、そ
の
中

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
に
位
置
づ
け
、そ
の
中

に
掲
載
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、ソ
フ
ト

に
掲
載
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、ソ
フ
ト

事
業
に
活
用
す
る
場
合
、市
の
財
政
力
指
数
を
鑑
み
、

事
業
に
活
用
す
る
場
合
、市
の
財
政
力
指
数
を
鑑
み
、

年
度
ご
と
の
ソ
フ
ト
事
業
全
体
に
対
す
る
活
用
で
き

年
度
ご
と
の
ソ
フ
ト
事
業
全
体
に
対
す
る
活
用
で
き

る
合
計
の
上
限
額
は
３
５
０
０
万
円
と
い
う
制
限
が

る
合
計
の
上
限
額
は
３
５
０
０
万
円
と
い
う
制
限
が

あ
り
ま
す
。

あ
り
ま
す
。

「
道
路
維
持
事
業
」の
よ
う
な
小
規
模
ハ
ー
ド
事
業

「
道
路
維
持
事
業
」の
よ
う
な
小
規
模
ハ
ー
ド
事
業

に
起
債
制
限
な
ど
は
あ
る
か
。

に
起
債
制
限
な
ど
は
あ
る
か
。

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
に
お
け
る
項
目
ご
と

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
に
お
け
る
項
目
ご
と

の
起
債
の
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。ハ
ー
ド
事

の
起
債
の
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。ハ
ー
ド
事

業
に
お
い
て
は
、建
物
や
道
路
な
ど
耐
用
年
数
に
相

業
に
お
い
て
は
、建
物
や
道
路
な
ど
耐
用
年
数
に
相

違
が
あ
る
こ
と
か
ら
、償
却
年
数
を
勘
案
し
た
起
債

違
が
あ
る
こ
と
か
ら
、償
却
年
数
を
勘
案
し
た
起
債

の
償
還
と
な
り
ま
す
。

の
償
還
と
な
り
ま
す
。

財
政
運
営
上
、今
後
有
力
と
な
る
財
源
は
ど
の
分

財
政
運
営
上
、今
後
有
力
と
な
る
財
源
は
ど
の
分

野
に
期
待
で
き
る
か
。

野
に
期
待
で
き
る
か
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
部
門
に
つ
い
て
、積
極
的

ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
部
門
に
つ
い
て
、積
極
的

に
推
進
し
て
い
く
考
え
で
す
。

に
推
進
し
て
い
く
考
え
で
す
。

質問事項
◆学校給食費の完全無償化に向けて

根本
義郎

「
学
校
給
食
費
の

「
学
校
給
食
費
の

完
全
無
償
化
」に
向
け
て

完
全
無
償
化
」に
向
け
て

ねもと よしろう 議員
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12月定例会  10人の議員が一般質問

わんぱく公園（北二丁目）

Ｈ
Ｓ
Ｃ（
ハ
イ
リ
ー
・
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
・
チ
ャ
イ
ル

Ｈ
Ｓ
Ｃ（
ハ
イ
リ
ー
・
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
・
チ
ャ
イ
ル

ド
）の
概
念
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

ド
）の
概
念
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

Ｈ
Ｓ
Ｃ
の
概
念
と
し
て
は
、人
一
倍
敏
感
な
子
ど

Ｈ
Ｓ
Ｃ
の
概
念
と
し
て
は
、人
一
倍
敏
感
な
子
ど

も
と
い
う
意
味
で
、感
覚
や
人
の
気
持
ち
に
敏
感
で

も
と
い
う
意
味
で
、感
覚
や
人
の
気
持
ち
に
敏
感
で

傷
つ
き
や
す
い
子
ど
も
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。障

傷
つ
き
や
す
い
子
ど
も
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。障

害
や
病
気
な
ど
の
医
学
的
な
概
念
で
は
な
く
、生
ま

害
や
病
気
な
ど
の
医
学
的
な
概
念
で
は
な
く
、生
ま

れ
つ
き
の
性
格
の
一
つ
で
あ
り
、５
人
に
１
人
が
該

れ
つ
き
の
性
格
の
一
つ
で
あ
り
、５
人
に
１
人
が
該

当
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。そ
の
た
め
、市
内

当
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。そ
の
た
め
、市
内

小
中
学
校
に
も
Ｈ
Ｓ
Ｃ
が
在
籍
し
て
い
る
と
考
え
ら

小
中
学
校
に
も
Ｈ
Ｓ
Ｃ
が
在
籍
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
、そ
の
実
態
を
捉
え
、適
切
に
対
応
し
て
い
か
な

れ
、そ
の
実
態
を
捉
え
、適
切
に
対
応
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ｈ
Ｓ
Ｃ
が
不
登
校
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、認
識

Ｈ
Ｓ
Ｃ
が
不
登
校
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、認
識

は
あ
る
の
か
。

は
あ
る
の
か
。

先
々
の
こ
と
ま
で
考
え
を
巡
ら
せ
た
り
、ほ
か
の

先
々
の
こ
と
ま
で
考
え
を
巡
ら
せ
た
り
、ほ
か
の

子
ど
も
が
叱
ら
れ
て
い
る
の
を
見
て
自
分
も
叱
ら
れ

子
ど
も
が
叱
ら
れ
て
い
る
の
を
見
て
自
分
も
叱
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
な
ど
、人

て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
な
ど
、人

一
倍
敏
感
な
感
性
を
持
っ
て
い
る
た
め
、学
校
生
活

一
倍
敏
感
な
感
性
を
持
っ
て
い
る
た
め
、学
校
生
活

を
送
る
中
で
疲
れ
て
し
ま
い
、不
登
校
の
原
因
に
な

を
送
る
中
で
疲
れ
て
し
ま
い
、不
登
校
の
原
因
に
な

る
こ
と
も
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

る
こ
と
も
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

教
員
に
対
す
る
Ｈ
Ｓ
Ｃ
の
研
修
は
実
施
さ
れ
て
い

教
員
に
対
す
る
Ｈ
Ｓ
Ｃ
の
研
修
は
実
施
さ
れ
て
い

る
の
か
。

る
の
か
。

県
教
育
委
員
会
か
ら
の
資
料
な
ど
を
基
に
各
学
校

県
教
育
委
員
会
か
ら
の
資
料
な
ど
を
基
に
各
学
校

で
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。Ｈ
Ｓ
Ｃ
に
限
ら
ず
さ
ま

で
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。Ｈ
Ｓ
Ｃ
に
限
ら
ず
さ
ま

ざ
ま
な
配
慮
を
要
す
る
児
童
生
徒
へ
の
理
解
を
深
め
、

ざ
ま
な
配
慮
を
要
す
る
児
童
生
徒
へ
の
理
解
を
深
め
、

教
職
員
が
支
援
を
行
う
べ
く
研
修
の
充
実
に
努
め
て

教
職
員
が
支
援
を
行
う
べ
く
研
修
の
充
実
に
努
め
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

少
子
化
を
止
め
る
対
策
を

少
子
化
を
止
め
る
対
策
を

少
子
化
の
原
因
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

少
子
化
の
原
因
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

子
育
て
に
関
す
る
経
済
的
負
担
や
子
育
て
中
の
孤

子
育
て
に
関
す
る
経
済
的
負
担
や
子
育
て
中
の
孤

立
感
・
負
担
感
、不
安
定
な
雇
用
環
境
な
ど
、妊
娠
・

立
感
・
負
担
感
、不
安
定
な
雇
用
環
境
な
ど
、妊
娠
・

出
産
、子
育
て
に
希
望
を
見
い
だ
せ
な
い
状
況
が
、

出
産
、子
育
て
に
希
望
を
見
い
だ
せ
な
い
状
況
が
、

少
子
化
に
つ
な
が
る
最
大
の
要
因
で
あ
る
と
捉
え
て

少
子
化
に
つ
な
が
る
最
大
の
要
因
で
あ
る
と
捉
え
て

お
り
ま
す
。

お
り
ま
す
。

香
取
市
が
主
催
す
る
婚
活
事
業
を
復
活
で
き
な
い

香
取
市
が
主
催
す
る
婚
活
事
業
を
復
活
で
き
な
い

か
。
か
。法

的
な
過
疎
指
定
を
受
け
た
こ
と
な
ど
の
現
状
を

法
的
な
過
疎
指
定
を
受
け
た
こ
と
な
ど
の
現
状
を

鑑
み
、少
子
化
対
策
お
よ
び
子
育
て
支
援
策
と
し
て

鑑
み
、少
子
化
対
策
お
よ
び
子
育
て
支
援
策
と
し
て

必
要
な
措
置
を
講
じ
る
な
ど
、鋭
意
対
応
し
て
ま
い

必
要
な
措
置
を
講
じ
る
な
ど
、鋭
意
対
応
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

佐
原
地
区
に
も
駐
車
場
完
備
の
子
ど
も
を
遊
ば
せ

佐
原
地
区
に
も
駐
車
場
完
備
の
子
ど
も
を
遊
ば
せ

る
公
園
を
新
設
で
き
な
い
か
。ま
た
、子
ど
も
が
遊

る
公
園
を
新
設
で
き
な
い
か
。ま
た
、子
ど
も
が
遊

ぶ
公
園
の
草
刈
り
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

ぶ
公
園
の
草
刈
り
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

遊
具
な
ど
公
園
施
設
の
更
新
を
計
画
的
に
進
め
て

遊
具
な
ど
公
園
施
設
の
更
新
を
計
画
的
に
進
め
て

お
り
、今
後
、公
園
利
用
者
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
、

お
り
、今
後
、公
園
利
用
者
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
、

佐
原
地
区
の
公
園
の

佐
原
地
区
の
公
園
の

駐
車
場
整
備
に
つ
い

駐
車
場
整
備
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
き

て
も
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
公
園

ま
す
。
ま
た
、
公
園

の
除
草
に
つ
い
て
は
、

の
除
草
に
つ
い
て
は
、

地
元
の
皆
さ
ん
に
も

地
元
の
皆
さ
ん
に
も

ご
協
力
い
た
だ
き
定

ご
協
力
い
た
だ
き
定

期
的
に
行
っ
て
お
り

期
的
に
行
っ
て
お
り

ま
す
。

ま
す
。

質問事項
◆学校教育
◆少子化

Ｈ
Ｓ
Ｃ
が
安
心
し
て

Ｈ
Ｓ
Ｃ
が
安
心
し
て

過
ご
せ
る
教
育
環
境
を

過
ご
せ
る
教
育
環
境
を

田代
一男たしろ かずお 議員
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稲刈りの様子

農
業
の
国
・
県
等
の
補
助
事
業
に
お
け
る
市
の
助

農
業
の
国
・
県
等
の
補
助
事
業
に
お
け
る
市
の
助

成
に
つ
い
て
は
。

成
に
つ
い
て
は
。

市
が
認
め
た
事
業
主
体
が
行
う
事
業
に
対
し
、国

市
が
認
め
た
事
業
主
体
が
行
う
事
業
に
対
し
、国

庫
補
助
事
業
に
つ
い
て
は

庫
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
3030
分
の
１
以
内
で
上
限
４

分
の
１
以
内
で
上
限
４

０
０
万
円
、県
補
助
事
業
に
つ
い
て
は

０
０
万
円
、県
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
1616
分
の
１
以

分
の
１
以

内
で
上
限
１
０
０
万
円
の
上
乗
せ
補
助
と
な
っ
て
い

内
で
上
限
１
０
０
万
円
の
上
乗
せ
補
助
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
す
。

新
規
就
農
者
・
担
い
手
等
の
活
動
事
業
助
成
金
は

新
規
就
農
者
・
担
い
手
等
の
活
動
事
業
助
成
金
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

市
が
予
算
措
置
を
し
て
い
る
も
の
は
、農
業
後
継

市
が
予
算
措
置
を
し
て
い
る
も
の
は
、農
業
後
継

者
新
規
就
農
助
成
金
、経
営
開
始
資
金
、経
営
発
展

者
新
規
就
農
助
成
金
、経
営
開
始
資
金
、経
営
発
展

支
援
事
業
の
３
事
業
で
す
。

支
援
事
業
の
３
事
業
で
す
。

新
規
就
農
者
・
担
い
手
の
人
数
は
。

新
規
就
農
者
・
担
い
手
の
人
数
は
。

市
に
お
い
て
把
握
し
て
い
る
過
去
３
年
分
の
新
規

市
に
お
い
て
把
握
し
て
い
る
過
去
３
年
分
の
新
規

就
農
者
に
つ
い
て
は
、令
和
元
年
度
は

就
農
者
に
つ
い
て
は
、令
和
元
年
度
は
2020
名
、令
和

名
、令
和

２
年
度
は

２
年
度
は
1717
名
、令
和
３
年
度
は

名
、令
和
３
年
度
は
1010
名
、合
計
で

名
、合
計
で
4747

名
で
す
。担
い
手
の
人
数
に
つ
い
て
は
、令
和
４
年

名
で
す
。担
い
手
の
人
数
に
つ
い
て
は
、令
和
４
年

９
月
末
現
在
、個
人
が
２
８
１
経
営
体
、法
人
が

９
月
末
現
在
、個
人
が
２
８
１
経
営
体
、法
人
が
7171

経
営
体
、合
計
で
３
５
２
経
営
体
が
認
定
さ
れ
て
い

経
営
体
、合
計
で
３
５
２
経
営
体
が
認
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
す
。

農
繁
期
の
作
業
の
サ
ポ
ー
ト
を
公
務
員
・
会
社
員

農
繁
期
の
作
業
の
サ
ポ
ー
ト
を
公
務
員
・
会
社
員

等
副
業
に
よ
る
支
援
は
。

等
副
業
に
よ
る
支
援
は
。

和
歌
山
県
有
田
市
な
ど
の
副
業
に
お
け
る
全
国
の

和
歌
山
県
有
田
市
な
ど
の
副
業
に
お
け
る
全
国
の

事
例
は
あ
り
ま
す
が
、業
務
に
支
障
の
な
い
範
囲
で

事
例
は
あ
り
ま
す
が
、業
務
に
支
障
の
な
い
範
囲
で

の
活
動
が
基
本
的
な
考
え
で
あ
る
こ
と
か
ら
、従
事

の
活
動
が
基
本
的
な
考
え
で
あ
る
こ
と
か
ら
、従
事

内
容
の
公
共
性
や
地
域
貢
献
度
合
い
、就
業
状
況
な

内
容
の
公
共
性
や
地
域
貢
献
度
合
い
、就
業
状
況
な

ど
を
整
理
し
、今
後
、地
域
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

ど
を
整
理
し
、今
後
、地
域
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
制
度
を
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

え
制
度
を
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
企
業

す
。
ま
た
、
企
業

に
お
け
る
副
業
に

に
お
け
る
副
業
に

つ
い
て
も
、国
の

つ
い
て
も
、国
の

動
向
に
注
視
す
る

動
向
に
注
視
す
る

と
と
も
に
、企
業

と
と
も
に
、企
業

な
ど
か
ら
の
情
報

な
ど
か
ら
の
情
報

収
集
を
行
い
、制

収
集
を
行
い
、制

度
の
研
究
を
し
て

度
の
研
究
を
し
て

ま
い
り
た
い
と
考

ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

え
て
お
り
ま
す
。

高
齢
者
の
生
活
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

高
齢
者
の
生
活
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

草
刈
り
や
枝
切
り
な
ど
の
生
活
環
境
の
支
援
は
。

草
刈
り
や
枝
切
り
な
ど
の
生
活
環
境
の
支
援
は
。

高
齢
者
の
生
活
を
地
域
の
中
で
お
互
い
に
助
け
合

高
齢
者
の
生
活
を
地
域
の
中
で
お
互
い
に
助
け
合

う
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
行
う
た
め
、自
治
会
、民
生

う
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
行
う
た
め
、自
治
会
、民
生

委
員
、地
区
社
協
な
ど
が
連
携
し
て
、支
援
す
る
体

委
員
、地
区
社
協
な
ど
が
連
携
し
て
、支
援
す
る
体

制
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、草
刈
り

制
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、草
刈
り

や
粗
大
ご
み
の
片
づ
け
な
ど
の
支
援
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

や
粗
大
ご
み
の
片
づ
け
な
ど
の
支
援
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
実
施
し
て
い
る
地
区
も
あ
り
ま
す
。

ア
で
実
施
し
て
い
る
地
区
も
あ
り
ま
す
。

 

災
害
等
対
応
に
つ
い
て

災
害
等
対
応
に
つ
い
て

市
職
員
の
住
宅
手
当（
持
家
）に
つ
い
て
は
。

市
職
員
の
住
宅
手
当（
持
家
）に
つ
い
て
は
。

市
に
お
い
て
は
、千
葉
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
を

市
に
お
い
て
は
、千
葉
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
を

受
け
、平
成

受
け
、平
成
2424
年
度
に
職
員
の
持
ち
家
に
対
す
る
手

年
度
に
職
員
の
持
ち
家
に
対
す
る
手

当
の
支
給
を
廃
止
し
て
い
る
経
緯
が
あ
り
ま
す
。県

当
の
支
給
を
廃
止
し
て
い
る
経
緯
が
あ
り
ま
す
。県

内
に
お
い
て
、持
ち
家
に
対
す
る
手
当
を
支
給
し
て

内
に
お
い
て
、持
ち
家
に
対
す
る
手
当
を
支
給
し
て

い
る
自
治
体
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、個
人
資
産
の
維
持

い
る
自
治
体
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、個
人
資
産
の
維
持

費
を
補
助
す
る
こ
と
に
も
な
る
こ
と
か
ら
、支
給
は

費
を
補
助
す
る
こ
と
に
も
な
る
こ
と
か
ら
、支
給
は

大
変
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
変
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

質問事項
◆農業・就農者への支援
◆高齢者の生活サポート
◆災害等対応

木村
博

農
業
・
就
農
者
へ
の

農
業
・
就
農
者
へ
の

支
援
に
つ
い
て

支
援
に
つ
い
て

きむら ひろし 議員
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す
。
ま
た
、
企
業

に
お
け
る
副
業
に

つ
い
て
も
、国
の

動
向
に
注
視
す
る

と
と
も
に
、企
業

な
ど
か
ら
の
情
報

収
集
を
行
い
、制

度
の
研
究
を
し
て

ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

高
齢
者
の
生
活
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

草
刈
り
や
枝
切
り
な
ど
の
生
活
環
境
の
支
援
は
。

高
齢
者
の
生
活
を
地
域
の
中
で
お
互
い
に
助
け
合

う
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
行
う
た
め
、自
治
会
、民
生

委
員
、地
区
社
協
な
ど
が
連
携
し
て
、支
援
す
る
体

制
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、草
刈
り

や
粗
大
ご
み
の
片
づ
け
な
ど
の
支
援
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
実
施
し
て
い
る
地
区
も
あ
り
ま
す
。

 

災
害
等
対
応
に
つ
い
て

市
職
員
の
住
宅
手
当（
持
家
）に
つ
い
て
は
。

市
に
お
い
て
は
、千
葉
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
を

受
け
、平
成
24
年
度
に
職
員
の
持
ち
家
に
対
す
る
手

当
の
支
給
を
廃
止
し
て
い
る
経
緯
が
あ
り
ま
す
。県

内
に
お
い
て
、持
ち
家
に
対
す
る
手
当
を
支
給
し
て

い
る
自
治
体
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、個
人
資
産
の
維
持

費
を
補
助
す
る
こ
と
に
も
な
る
こ
と
か
ら
、支
給
は

大
変
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こんなことが
決まりました！ 審議結果

議
長
に
平ひ

ら

野の

和か
ず

伯の
り

議
員

副
議
長
に
河こ

う

野の

節せ
つ

子こ

議
員

臨時会

１月

　

令
和
５
年
1
月
臨
時
会
を
1

月
24
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
改

選
後
初
と
な
る
本
会
議
の
た

め
、
正
副
議
長
選
挙
、
議
会
運

営
委
員
会
・
常
任
委
員
会
委
員

の
選
任
、特
別
委
員
会
の
設
置
、

組
合
議
会
議
員
・
各
種
協
議
会

委
員
の
選
出
、
監
査
委
員
の
選

出
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

令
和
４
年
度
補
正
予
算
、
条
例

改
正
な
ど
の
議
案
等
を
審
議
し

ま
し
た
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
市
政
お
よ
び
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
格
別
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
私
ど
も
は
1
月
臨
時
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推

挙
に
よ
り
第
16
代
議
長
な
ら
び
に
第
16
代
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
市

議
会
を
代
表
す
る
立
場
と
し
て
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
、
こ
の
職
責
を
果

た
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

香
取
市
で
は
、
少
子
高
齢
化
や
子
育
て
支
援
、
そ
し
て
昨
年
４
月
よ
り
一
部

過
疎
地
域
の
指
定
を
受
け
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
未
だ
収
束
が
不
透
明
な
中
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
進
ん
で
は
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
感
染
拡
大
は
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
は
続
く
も
の
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
一
方
で
、
橘
ふ
れ
あ
い
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、
み
ん
な
の
賑
わ

い
交
流
拠
点「
コ
ン
パ
ス
」が
オ
ー
プ
ン
し
、
新
た
な
集
客
と
賑
わ
い
が
期
待
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
市
政
発
展
に
向
け
行
政
と
議
会
が
切
磋
琢
磨
し
、
地
域
の

実
情
に
寄
り
添
っ
た
政
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
議
会
が

果
た
す
べ
き
役
割
も
よ
り
重
要
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
執
行
機

関
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
機
関
と
し
て
市
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
る
と
と
も
に
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
市
政
の
発
展
の
た
め
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

市
長
提
出
議
案 

…

件
10

諮
問 

…

件
2

■
審
議
さ
れ
た
議
案
等件

計

12

令和5年
1月24日
選出
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議員名等

議案名等

審
議
結
果

前
田 

誠
之

加
藤 

裕
太

井
上 　

徹

藤
木 

裕
士

成
毛 

伸
吉

辻　

 

達
広

内
山 

勝
己

木
村　

 

博

根
本 

義
郎

佐
藤 

好
文

久
保
木 

清
司

平
野 

和
伯

奥
村 

雅
昭

田
代 

一
男

鈴
木 

聖
二

高
木　

 

寛

伊
能 

敏
雄

久
保
木 
宗
一

田
山 
一
夫

坂
部 
勝
義

河
野 

節
子

根
本 

太
左
衛
門

議案第１号 令和４年度香取市一般会計補
正予算（第７号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第２号 令和４年度香取市介護保険事
業特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第３号
香取市特別職の職員の給与並
びに旅費及び費用弁償に関す
る条例等の一部を改正する条
例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ― ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第４号
香取市職員の給与に関する条
例等の一部を改正する条例の
制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第５号
香取市職員の分限に関する手
続及び効果に関する条例の一
部を改正する条例の一部を改
正する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第６号

香取市都市公園条例及び香取
市橘ふれあい公園有料公園施
設の管理に関する条例の一部
を改正する条例の一部を改正
する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第７号
専決処分の承認を求めること
について
（損害賠償の額を定めることに
ついて）

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第８号
専決処分の承認を求めること
について
（損害賠償の額を定めることに
ついて）

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第９号
専決処分の承認を求めること
について
（令和４年度香取市一般会計補
正予算（第６号））

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第10号
監査委員の選任につき同意を
求めることについて
（香取市　鈴木　聖二　氏）

同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ 欠 除 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

発議案第１号 成田国際空港対策特別委員会
の設置について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議案第２号 議会広報特別委員会の設置に
ついて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議長（平野和伯議員）は、採決に加わりません。　○：賛成　　×：反対　　欠：欠席　　除：除斥※

※　除斥とは、議会における審議の公正を期すために、審議案件と一定の利害関係を有する議員は、当該案件の審議に加わることができないとする制度のこと。

1月臨時会 議案および採決結果概要
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※　紙面の都合により掲載できなかった詳細は、市議会ホームページでご確認ください。

議会運営委員会

生活経済建設
常任委員会

香取広域市町村圏
事務組合議会 都市計画審議会 千葉県後期高齢者

医療広域連合議会 監査委員

総務企画常任委員会

成田国際空港対策
特別委員会

福祉教育常任委員会

議会広報特別委員会

議会の運営や会議規則、委員会条例
等に関することを調査しています

●委 員 長 坂部勝義
●副委員長 内山勝己
●委　　員 加藤裕太
 根本義郎
 奥村雅昭
 田代一男
 久保木宗一
 根本太左衛門

生活経済、建設水道、農業委員会等
の所管する事項を調査しています

●委 員 長 久保木宗一
●副委員長 木村　博
●委　　員 成毛伸吉
 内山勝己
 佐藤好文
 高木　寛
 伊能敏雄

井 上 　 徹　　辻 　 達 広
佐 藤 好 文　　久保木清司
奥 村 雅 昭　　坂 部 勝 義

成 毛 伸 吉　　木 村 　 博
田 代 一 男　　久保木宗一
根本太左衛門

久保木宗一 鈴 木 聖 二

■民生委員推薦会　2人 ■青少年問題協議会　2人
■成田空港周辺市町議会連絡協議会　4人
■成田国際空港騒音対策委員会香取・神崎地区　2人

総務、経営企画や会計、選挙、監査
等の所管する事項を調査しています

●委 員 長 久保木清司
●副委員長 加藤裕太
●委　　員 前田誠之
 藤木裕士
 辻　達広
 根本義郎
 奥村雅昭
 河野節子

空港関連の諸問題を調査しています

●委 員 長 加藤裕太
●副委員長 久保木宗一
●委　　員 前田誠之
 根本義郎
 田代一男
 高木　寛
 伊能敏雄
 田山一夫

福祉や教育等の所管する事項を調査
しています

●委 員 長 鈴木聖二
●副委員長 井上　徹
●委　　員 平野和伯
 田代一男
 田山一夫
 坂部勝義
 根本太左衛門

かとり市議会だよりの編集・発行、
議会活動の情報発信を行っています

●委 員 長 辻　達広
●副委員長 井上　徹
●委　　員 前田誠之
 鈴木聖二
 伊能敏雄
 久保木宗一

新しい議会の構成が決まりました
　1月臨時会で選任された委員会委員等を紹介します。議員は3つの常任委員会の
いずれかに属し、会議中のみならず、日頃から市民生活の課題や住みやすいまちづ
くりのため活動しています。その他、特別委員会等もあり、さまざまな事案の調査・
研究等をしています。 （令和５年1月24日現在）

市議会委員会等を紹介

組合議会・協議会等の委員 その他、さまざま協議会等の委員も議会から
選出しています

の
づ
査・
在）

議会の構成
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編集・発行に関し、ご意見・ご要望がありましたら、議会事務局（☎50-1217）までご連絡ください。

３月 傍聴自粛のお願い 市議会をより詳しく知りたいときは

ご利用ください！

市議会会議録と議会中継

○市役所 ☎50-1217
1階 情報コーナー/6階 議会事務局

○佐原中央図書館 ☎55-1343
○小見川図書館 ☎80-0511

香取市ホームページ http://www.city.katori.lg.jp/

香取市議会ホームページ http://www.city.katori.lg.jp/gikai/

製本された会議録は
こちらで閲覧できます

議会だよりは、要約表記で掲載しているため、詳しく
は市議会ホームページや会議録をご覧ください。

議会中継会議録

定例会
の日程

新型コロナウイルスの感染拡大を防止するた
め、当面の間、本会議および委員会等の傍聴
は、できる限り自粛いただくようお願いします。

本会議
本会議（一般質問調整日）
予算審査特別委員会
常任委員会
本会議

会議録は、市議会ホームペー
ジ「会議録検索」から閲覧でき
ます。12月定例会の会議録ま
でご覧いただけます。

定例会・臨時会のライブ中
継は、市議会ホームページ
で視聴できます。録画映像
は、おおむね1週間後から
視聴可能です。

12月定例会のライブ中継
視聴者数は130人、10月
25日から11月30日までの
録画再生件数は252件でし
た。

傍聴およびライブ中継、録画再生件数

傍聴自粛にご協力いただきありがとうございます。

ライブ
中継

録画再生

傍聴

2/ 20（月） 22（水）
3/ 1（水） 2（木） 3（金）
 6（月） 7（火） 8（水）
 9（木） 10（金）
 17（金）

611件

26人

211人

　374件

R4.9月
385件

3人

130人

　252件

R4.12月
830件

45人

279人

　506件

R4.6月
322件

5人

127人

190件

335件

37人
94人

204件

R4.3月R3.12月

　かとり市議会だよりは、議員で構成する議会
広報特別委員会委員6人で編集しています。令
和4年12月に行われた市議会議員選挙により、
新たな委員の構成となりました。メンバーにも
新人議員が加わり、新たな視点も加
えた、より読みやすく、わかりやす
く、親しみやすい広報紙づくりに努
めてまいります。これまでも市民イ
ンタビューや懇談会をとおし、さま
ざまな形で市民の生の声を聞き、紙
面に反映させてきました。新鮮な意
見は、私たち議員に改めて議員たる
ものの姿を思い出させるものであり、
意見を交換できる場所づくりの大切
さを痛感するものでした。今後も、

市議会だよりでしかできないこと、そして、議
会広報特別委員会にしかできないことの重要性
を肝に銘じ、新生かとり市議会だよりを市民の
皆さんに届けていきます。

功績をたたえ市民表彰
　奥村雅昭議員が、議員在職12年以上にわたり地方自治の振興に尽力
された功績により、市民表彰を授与されました。
　表彰状は、令和4年11月21日に市長室において伊藤市長から授与さ
れました。

～メンバーも新たに～

議会広報特別委員会

市民のために、市民のための広報紙を作りたい

※上記は予定であり、変更となる場合があります。
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